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火山起源 SO，及 び SO、の 輸送経路及び化学変化 過程の 再現

鳶博硯 、 須藤健悟 （名古屋大学大学院　環境学研究禾斗）

1． は じめに

　大規模な火 山噴火 は 大量 の 二 酸化硫黄 （SO ，）を成層

圏に放出し、 下部成層圏 の硫酸塩濃度を変化 させ る。

本研究では、火山起源の SO，の 輸送 とSO4生成プ ロ セ ス

を明 らかにするた め、アル タイ
ー

ル 火 山 の噴火 （2007

年 9 月 30 日）に着目した再現実験を行い 、観測デ
ー

タ

と合わせた評価を行 う。前回の 大会で は低水平解像度

で の 再現結果を観測デー
タ と比較 し、 発表 した （唐博

硯 須藤健悟、2009）。 今回は さらに高い水平解像度で

モ デル 実験を行い
、 輸送経路、硫酸塩の 生成及び 消滅

過程などを定量的に評価 した。

2． 化学輸送モ デル ・観測データ

　本研究では、全球化学輸送モ デル cuASER（Sudo　et

al
，
　2002）を用い た。　CHASERは   SR／NIES／FR   C 気候 モ

デル を土台と してお り 03
，
CH，，

CO，　NOx，　 V  s 及び SO

2 ，
DMS

，
　SO、の 化学 ・輸送過程を全球で計算する 。 本研究

で は、アル タイ
ー

ル 火山起源 の SO2，SO、 をその 他の 起

源の もの と分離して考察す るた め に 、火山起源の SO

2 ，
　SO4につ い ては個別の トレーサーを追加 して計算を

行 っ た。水平解像度は t106 （1
°

x1
°

）と した。

3． 火山噴火のシ ミュ レーシ ョ ン

　ア ル タ イ
ール 火山の 噴火時間は 2007年 9 月 30 日正

午前で あり、放出された SO、が対流圏界面 に到達する

の は 12 時直前で ある と考えられる 。 また、本研究で は 、

種 々 の感度実験を行 っ た結果、SO、の ほとん どは噴煙プ

リュ
ーム によ り 15  前後まで運ばれ て い た可能性が

強 く、本研究では こ の高度付近に SO、 を注入 した 。 注

入量は OMI衛星デ
ー

タか ら計算し，100kt（SO、）とした。

こ の 様な火山噴火の エ ピ ソー ドをCHASER に導入 し、火

山起源 SO・
，
SO、 分布の 時間発展 を計算した 。

4．

　OMIデー
タ との 比較 によると、火山起源 SO2が東方に

輸送 され、日本上空で 粒子層 を形成するなどの様子が

定性的に再現で きて い る。 アル タイ
ー

ル 火山上空に注

入 され た SO2は東方に輸送 され 、5−7 日後に 日本上空及

び西太平洋に到達ずる。こ の間、成層圏の SO・が対流

圏に 沈 みつ っ 輸送 され て い るた め成層圏 SO 、の 量は減

少す る （図 1）。噴火直後大量 の SO，が対流圏に入 り込

むため成層圏 SO2は 10／6 まで急 激に減少 した。
10／6

以降は再び増加するが、10／11か らは単調の減少にな

る。SO 、の 量が
一

時的 に増えるの は火山起源の SO，が太

平洋上 で
一
部 分が成層圏に再び上昇 して来るた めで あ

る 。 図 の 後半では 、 北半球が冬になり、SO・ と反応 し

SO4を生成する   の 濃度が噴火時よ り低い ため、　 SO、

の 消滅速度が力幅遅 くなる こ とが分か る。SO、の 生成は

SO ， とOH との 気相反応が もっ とも多い （図 2）。た だ し、

成層圏 SO，が対流圏に沈み こ む時期には、液相反応に

よる SO、生成率 の 割合が高くなる 。

　本研究で は、さらにモ デ ル を使 っ て 、水平解像度の

違い に対する感度 も評価 した。 計算 された火山起源

SO ・粒子及 び光学的厚 さの分布 ・時間発展は、　 CALIPSO

に よる後方散乱デ
ー

タを用 い て評価してい る 。 また 、

どの程度の硫酸塩が成層圏に残存 ・流入 したの か につ

い て も解析結果を紹介する。また、異なる解像度によ

るシ ミュ レ
ーシ ョ ン の差異 も合わせ て 検討する。 今後

は、ア ル タイール 火山以外の 噴火につ い ても、全球化

学輸送モ デル を用い て同様の評価を行 う予定で ある。

図 1 アル タイ
ー

ル火 山噴火 （2007nueo ）起源の

SO2、　SO ，、及び合計 （SO ・＋SO 、）の時間発晟 図は

成層圏内の 存在量を示 し、 単位は SO ・、　SO 、 ともに

kt （SO ：）。

図 2 ア ル タイール火 山起源の硫酸塩 （葡 4）の気相

生成率、 液相生成率、 及び 湿性沈着速曳 図1ま全球収

支で 、 単位は三者 とも kt（SO ，）1day．
Sudo　et 　al ．　（2002），　丿匸　6tnphys，　Res 」，　107

，

　10．1029／2001JDeOl113 ，
，

簷博硯 須藤健悟 （2009）日本気象学会 2009年春季大

会予稿。
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